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三
彩
は
、
二
種
以
上
の
色
釉

日
本
刀
は
、
炭
切
り
か
ら
銘

切
り
ま
で
の
、
刀
匠
が
関
わ
る

全
て
の
工
程
に
よ
る
制
作
技
術

で
あ
り
、
戦
国
時
代
以
降
、
関

の
刀
匠
が
全
国
に
移
住
し
、
そ

の
文
化
を
広
め
た
。

尾
川
兼
國
氏
は
、
関
の
刀
剣

文
化
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
保
存
・

活
用
・
継
承
に
積
極
的
に
尽
力

し
た
。
ま
た
、
打
ち
寄
せ
る
波

を
表
現
し
た
刃
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る
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刀
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持
者
の
認
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(

文
化
伝
承
課)

一

告

示

岐
阜
県
告
示
第
七
十
号

岐
阜
県
文
化
財
保
護
条
例(

昭
和
二
十
九
年
岐
阜
県
条
例
第
三
十
七
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第
七
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
財
の
指
定
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
岐
阜
県
重
要
無
形
文
化
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の
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認
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地
の
上
に
直
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掛
け
分
け

た
陶
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技
法)

で
あ
り
、
日

本
初
期
の
多
彩
釉
陶
器
制
作
技

法
と
し
て
工
芸
史
上
重
要
な
地

位
を
占
め
、
芸
術
的
に
も
価
値

が
高
い
。

七
代

加
藤
幸
兵
衛
氏
は
、

国
の
重
要
無
形
文
化
財｢

三
彩｣

の
保
持
者
と
な
っ
た
父
加
藤
卓

男
氏
の
助
手
と
し
て
八
年
に
及

ぶ
正
倉
院
三
彩
の
復
元
に
携
わ

り
、
そ
の
技
法
を
習
得
し
、
主

に
釉
薬
の
研
究
・
開
発
に
お
い

て
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。
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